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Abstract
I held the 48th Academic Conference of the Cosmetics Society in 2023 as president. The main theme of this conference 

was “pigments”. This manuscript reports the data we have obtained so far regarding the skin color of Japanese people, which 
is the subject of the president’s lecture. Our ancestors left Africa around 50,000 to 60,000 years ago and spread to all parts of 
the world. At this time, the skin color, which was originally dark, became lighter due to the relationship with vitamin D me-
tabolism. In other words, variation in skin color occurred as genes adapted to the environment. We have clarified the genetic 
factors that determine the diversity of Japanese skin color. The results revealed that some variants of the gene that causes 
oculocutaneous albinism (OCA) have a large effect on melanin synthesis in the skin and are significantly involved in deter-
mining skin color. We also found that variation in skin color determines the risk of developing malignant melanoma. Finally, 
it was suggested that, as positive selection on genes, selective pressure may be at work to prevent Japanese skin color from 
becoming too pale and to prevent melanin production from decreasing too much.
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1. は じ め に

私のライフワークであるメラニン合成・メラノサイト
生物学の研究を通じて，その成果の社会学的還元分野の
1つとして化粧品分野については，以前から私は興味を
持っていた。そんな中，2013年に美白化粧品使用者の
皮膚に白斑が発症するという“事件”が起こった。この
一件により，私は化粧品メーカーの研究者の方々と交流
を持つ機会が劇的に増えたと同時に，改めて彼らの科学
的レベルの高さに驚いたことを記憶している。同時に，
本香粧品学会への参加のお誘いを受けて入会させていた
だくこととなり，本会を通じて香粧品について勉強させ
ていただいた。今振り返ると，この美白化粧品による白
斑発症事件は，結果的にその後の私の研究の方向性に大
きな影響を与えた。
そんな私がこの度の第48回学術大会会頭を仰せつか
り，まずは大変光栄なこととして会員全員に感謝申しあ
げたい。テーマは，「ひふはいろいろ，いろは。。。」とし
た。このテーマには以下の思いを託した。
・皮膚は形態的にも機能的にも，そして構成要素も非

常に多様であること
・“いろ”には，色，つや，表情，そぶり，態度，華
やかさ，色事，恋人，時として音の意味までも含
む。
・「いろは。。。」は最も初めにくる語句であることか
ら，色彩は化粧の入り口であり，基礎であり，本質
的要素の1つであること。

そして，このテーマを通じて，本学会では「色素」をメ
インテーマとして活発にご議論いただきたいとの想いを
込めた。また，学会の大きな使命である若手研究者の育
成についても可能な限り考慮し，彼らが気楽に参加し
て，発言できる“カジュアルな学会”を目指した。
本稿では，これまで筆者らが携わってきた日本人の皮
膚色決定遺伝子について考察する。

2. メラニンとその合成について

ヒトの皮膚の色調は，主にメラニン，ヘモグロビン，
カロチンの3種類の色素によって構成されている。その
中で色調決定に最も重要な役割を担っているのはメラニ
ンである。メラニンは，表皮基底層に存在するメラノサ
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